
放射線被ばく線量測定業務仕様書 

 

１ 目的 

   発注者において放射線被ばくの恐れのある業務に従事する職員を指定し、その被ばく線量を

測定することを目的とする。 

 

２ 業務内容 

（１） 受注者は、発注者の指定する職員に対し、個人の放射線被ばく線量が測定可能な線量計 

   を交付する。なお、線量計は装着容易な小型軽量型で、かつ作業に支障がないものとしな 

     ければならない。 

（２） 受注者は、発注者の職員が１ヶ月間身につけた線量計を回収し、受注者の施設にて受注 

     者の定める方法により被ばく線量を測定する。 

（３） 受注者は、測定後、２週間以内に測定結果報告書を発注者に提出する。なお、報告書は、 

     測定報告の内容を既存の管理システムに取り込むため、発注者の指定する形式で電子ファ 

     イルでも提出する。（別紙「被ばく線量測定データの電子報告仕様」参照） 

（４） 受注者は、測定結果について個人毎に測定後５年間保存し、発注者が提出を要求したと 

     きには遅滞なく提出する。（電子ファイルの保存、提出についても同様） 

（５） 受注者が変更となる場合は、従前の累積測定結果について、発注者から提供されたデー

タを引き継ぐものとする。 

（６） 委託期間の終了に伴い受託業者が変更となる場合、受注者は、当該業務の運営に支障の 

     ないよう、発注者が指定する業者と確実に業務の引継ぎを行うものとする。 

 

３ 予定数量  

県立広島病院 区   分（対象線種） 年間予定数量 予定数量（３年間） 

体幹部用線量計 

（Ｘ線・γ線、β線） 
8,160件（月680件） 24,480件 

体幹部用線量計 

（Ｘ線・γ線、β線、高速中性子線、

熱中性子線） 

144件（月12件） 432件 

手指用線量計 

（Ｘ線・γ線、又はβ線）      
60件（月５件） 180件 

眼部用線量計 

（Ｘ線・γ線・β線） 
600件（月50件） 1,800件 

県立安芸津病院 体幹部用線量計 

（Ｘ線・γ線、β線） 
675件（月56件＋α） 2,025件 

  なお、いずれも予定数量であり、実際の数量は各月の実績による。 

 

５ その他 

（１） 線量計取り寄せや交付、回収、結果の通知、及び使用者に対する説明等、この業務に関 

   して必要な作業に係る経費については、受注者の負担とする。 

（２） 受注者は、線量計の紛失及び事故等が発生した場合は、速やかに代替線量計を無償で提 

   供する。 

（３） 本仕様書に記載のないものについては、発注者と受注者が協議のうえ決定する。 

 (４) 受注者は、ISO9001の認証を取得している事業者であること。 

 (５) 受注者は、ISO/IES 17025に基づく認定を受けた事業者であること。 

 

 

 



別紙 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   被ばく線量測定データの電子報告仕様  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  



１．データ報告のタイミング 
 

 

１ヶ月の間に測定報告されたデータを月１回月末にまとめて電子媒体に出力して報告書とは別に郵送する。 

 

 

 

２．データ出力の順番 
 

 

  データが出力されている順番は次の昇順です。 

 

     ① 報告日 

     ② 事業所番号 

     ③ 所属コード 

     ④ 着用開始日 

     ⑤ 着用終了日 

     ⑥ 個人番号 

     ⑦ 装着部位 

 

 

 

 

３．電子媒体の仕様 
 

 

 ① 記録媒体 ：ＣＤ－Ｒ等の電子媒体 

 ② 記録形式 ：ＩＢＭフォーマット、又はＭＳ－ＤＯＳフォーマット 

 ③ コード  ：ＥＢＣＤＩＣコード、又はＪＩＳコード 

 ④ レコード長：２５６バイト／レコード 

 ⑤ ファイル名：ＤＯＳＥＦＩＬＥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



４．ファイルレイアウト 
 
 
 

    項 目 名  桁位置   バイト数   形 式     備  考  

  報 告 日    １     ６   数字   項目の説明（１）  

  事業所番号    ７     ５   数字  

  所属コード   １２     ２   英数カナ   

  個人番号    １４     ５   英数字  

  氏  名   １９    １６   英数カナ   

  氏  名   ３５    １６   漢字   項目の説明（２）  

  性  別   ５１     １   英字   項目の説明（３）  

  生年月日    ５２     ６   数字   項目の説明（１）  

  ＩＤ番号    ５８     ９   数字   項目の説明（４）  

  バッジの種類    ６７     １   英字   項目の説明（５）  

  装着部位    ６８     １   数字   項目の説明（６）  

  着用開始日   ６９     ６   数字   項目の説明（１）  

  着用終了日   ７５     ６   数字   項目の説明（１）  

  ノート１    ８１     ２   英数字   項目の説明（７）  

 １ 

 ㎝ 

 線 

 量 

 当 

 量 

  Ｘ・γ線    ８３     ７   数字  

 

 

  項目の説明（１０）  

  β  線   ９０     ７   数字 

  熱中性子    ９７     ７   数字 

  高速中性子  １０４     ７   数字 

 ３ 

 ㎜ 

 線 

 量 

 当 

 量 

  Ｘ・γ線   １１１     ７   数字  

 

 
   項目の説明（１０）  

  β  線  １１８     ７   数字 

  熱中性子   １２５     ７   数字 

  高速中性子  １３２     ７   数字 

 70 

 m 

 線 

 量 

 当 

 量 

  Ｘ・γ線   １３９     ７   数字  

 

 

  項目の説明（１０）  

  β  線  １４６     ７   数字 

  熱中性子   １５３     ７   数字 

  高速中性子  １６０     ７   数字 

 



                                       ２／２  
 

    項 目 名  桁位置   バイト数   形 式     備  考  

  エネルギー範囲   １６７     １   英字   項目の説明（９）  

  ノート２   １６８     ２   英数字   項目の説明（８）  

   実効線量  １７０     ７   数字  

 

 

  項目の説明（１０）  

 

  

 

 等 

 価 

 当 

 量 

  水晶体  １７７     ７   数字 

  皮 膚  １８４     ７   数字 

  その他  １９１     ７   数字 

  腹 部  １９８     ７   数字 

  ＦＩＬＬＥＲ   ２０５    ５２    項目の説明（１１）  

 



  

  出力データ項目の説明   

 
 

 

① 報 告 日  

  着用開始日  ・・西暦（年［下２桁］、月、日） 

  着用終了日 

  生 年 月 日   

 

 

② 氏 名・・・・・・カナは１６字、漢字は８文字（１文字２バイト）で富士通のＪＥＦコード、 

           MS-DOSではシフトＪＩＳコードです。  

 

 

③ 性 別・・・・・・Ｍ：男性  Ｆ：女性  

 

 

④ ＩＤ番号・・・・・各事業所で独自に設定されているコンピュータ用の登録番号  

 

 

⑤ バッジの種類・・・Ｌ：ＴＬＤ      （Ｘ・γ線用）  

           Ｒ：リングバッジ   （Ｘ・γ線またはβ線用）  

           Ｃ：   〃     （高速中性子線用）  

           Ｖ：ガラス線量計   （Ｘ・γ線用）  

           Ｗ：   〃     （Ｘ・γ線、β線用）  

           Ｐ：ルクセルバッジ  （Ｘ・γ線、β線用）  

           Ｙ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線用）  

           Ｊ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 

           Ｑ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 
           Ｓ：クイクセルバッジ （Ｘ・γ線、β線用）  

           Ｋ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 

           Ｆ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 
           Ｎ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 

           Ｔ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 
           Ｘ：クイクセルバッジ （Ｘ・γ線、β線用）（環境用）  

           Ａ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱・高速中性子線用）(環境用） 
          ＳＧ：ルミネスバッジ  （Ｘ・γ線、β線用） 
          ＫＧ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 
           ＮＧ：   〃     （Ｘ・γ線、β線、熱中性子線、高速中性子線用） 
           ＶＬ：ビジョンバッジ  （Ｘ・γ線・β線用）  

 
 

⑥ 装着部位・・・・・１：胸部     ２：腹部     ３：頭頸部    ４：右手指 

           ５：左手指    ６：右手首    ７：左手首   ８：その他体幹部
           ９：その他末端部 ０：環境  

 

 

⑦ ノート１・・・・・測定値に対する特別注意事項です。（詳細は報告書裏面参照）  

 

 

⑧ ノート２・・・・・算定値に対する特別注意事項です。（詳細は報告書裏面参照）  

 

 

⑨ エネルギー範囲・・０５ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄを超えて被曝しているとき、χ・γ線の実効エネルギー範囲を  

           記号で表わします。  

              Ｌ：２００Ｋｅｖ未満  

              Ｈ：２００Ｋｅｖ以上  

 

 

⑩ 線量当量・・・・・内部表現形式は 9(5)V99（ Vは想定小数点で桁位置のみを表す）で、単位は  

  及び線量     ミリシーベルトです。  

           線量が検出限界未満（報告書では“Ｍ”）の場合には“０００００００”で、
           測定されない線種は“９９９９９９９”で表わされます。  

           また、何らかの原因で測定が不能なもの（ノート１にＡ、Ｂ１～Ｂ６、ＤＨ、
           ＤＪ、Ｈ、Ｉがつく）も“９９９９９９９”で表わされます。  

①  ＦＩＬＬＥＲ・・・空領域  

 
 



 
５．その他 
 
 

上記の「被ばく線量測定データの電子報告仕様」の同等品も可とする。 


